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Public Hearts 

2024-25 年 地域公共交通コーディネーター・プロデューサー養成講座  第１３回 

合意形成 

パブリック・ハーツ株式会社 代表取締役／名古屋学院大学 現代社会学部 准教授 

ファシリテーター 水谷 香織 

 

１．目的 

地域公共交通の計画及びその実施にあたっては、行政、事業者、利用者、住民、専門家、

関係機関等の多様な関係者の理解と協力、満足・納得する意思決定が必要である。 

そのために、関係者に切実なニーズ（期待や懸念）を聴き、地域のビジョンを描き、ビジ

ョンを実現するクリエイティブな提案を考える。 

この合意形成の理論と技術、理念と実践に主軸を置きながら、社会変容を促す新しいコミ

ュニケーション手法を概観することを目的とする。 

 

２．関係者 

（１）参加者 

 交通事業者・自治体・コンサルタント等で地域公共交通政策の推進を担う方 

 会場、オンライン合わせて 180 名程度 

（２）実施主体 

 地域公共交通コーディネーター・プロデューサー養成プロジェクト 事務局 

 国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学大学院 環境学研究科 

附属持続的共発展教育研究センター 地域戦略研究室（加藤博和研究室） 

（３）講師 

 全国で公共交通政策に携わる大学・高専教員 14 名 

 第 13 回：パブリック・ハーツ株式会社／名古屋学院大学現代社会学部 水谷香織 

 

３．前提となる情報 

（１）講座全体の目的 

全国の大学や高専で分散していた公共交通に関する取り組みを一元化し、地域公共交通の

改善に実際に取り組める人材を育成する体制を整えます。 

また、地域公共交通に関する誤解や認識のズレを解消し、現場での経験を通じて実践的な

スキルを持つ人材を増やします。 

さらに、2023 年の地域交通法改正で強化された「法定協議会」を活用する方法を学ぶ機

会を提供し、参加者間のコミュニケーションを促進することで、全国規模での連携強化とレ

ベルアップを目指します。 

（２）開催概要 

 2024 年度のベーシックコースは 10 月 11 日（金）開始 

 リレーレクチャーは 1 月まで、毎月第 2・4 金曜日 18:00～21:10 開講 
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 対面聴講は名古屋大学東山キャンパスにて 

 第 13 回の会場：名古屋大学 環境総合館１階 レクチャーホール 

https://www.env.nagoya-u.ac.jp/access/index.html 

 オンライン聴講<同時配信、および一定期間の見逃し配信>も可能 

※ 「地域公共交通コーディネーター・プロデューサー養成プロジェクト」は、国土交

通省 2024 年度地域公共交通共創・MaaS 実証プロジェクトに支援頂いている。 

（３）スケジュール 

 
日程 会場 テーマ 担当 

1 10/11（金） ES 会議室 キックオフ（意義・概念・波及効果） 加藤 

2 
10/25（金） ES 会議室 

新技術の地域への適用と評価 井原 

3 課題整理・仮説設定・調査 猪井 

4 
11/8（金） 講義室 2 

タクシーの活用 日野 

5 協議会運営・会議資料 吉田 

6 
11/22（金） 講義室 2 

タクシーの活用 福本 

7 目的と評価・評価指標 大井 

8 
12/6（金） ES 会議室 

鉄道の活用 板谷 

9 地域課題への対応方策（仮） 宮崎 

10 
12/20（金） ES 会議室 

IT・DX  伊藤 

11 福祉との連携 樋口 

12 
1/10（金） 環レク 

ソフト施策 神田 

13 合意形成 水谷 

14 
1/24（金） 環レク 

プロデュース 加藤 

15 討論会 岡村 

 

４．成功イメージ／目標 

 社会的な合意形成の基本的な考え方、心のあり方、技術、事例、ノウハウを知識と

して習得することができる。 

 参加型で未来志向の計画作成プロセスを設計する考え方を習得することができる。 

 地域公共交通の計画及びその実施に活用できそうなコミュニケーション手法（ファ

シリテーション、メディエーション、コーチング、ビジョン作成と動画化、ゲーミ

フィケーション、トランジッションマネジメント、認知戦等）を概観し、現場への

導入をイメージすることができる。 

 「私もできる！」「やってみよう！」と思えるようになる。 

 

５．共有すべき情報 （配付資料） 

 プログラム、講義スライド 

 モモの聴く力、ファシリテーター養成テキスト、社会の合意形成読本 

 

https://www.env.nagoya-u.ac.jp/access/index.html
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６．プログラム 

時 間 内 容 備考 

19：40－19：45 はじめに【5分】 

・ あいさつ 

・ 目的、進め方、お願い、希望調査 

 

19：45－20：15 合意形成の基礎【30 分】 

①私の「聴く」 

②達人の聴く 

③互恵関係を築く「聴く」 

④身近な合意形成 

⑤私たちの合意形成 ～立場と利害関心～ 

⑥言葉の定義 

⑦目的と期待される効果 

⑧対象 

⑨基本手順 

⑩BATNA（Best Alternative to Negotiated Agreement） 

⑪合意形成が難しい場合 

⑫心得集 

 

 

モモの聞く力 

 

 

ワーク 

20：15－20：40 社会的合意形成のコア技術【25 分】 

⑬理念と技術 

⑭適動設計（未来志向の計画策定プロセス） 

⑮利害関心分析 

⑯プロセスデザイン 

⑰会議設計 

⑱ファシリテーション（支援促進） 

⑲メディエーション（調停） 

⑳合意形成の３つのポイント 

Public- 

Involvement 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

20：40－20：50 先進事例の紹介【10 分】 

㉑ノルウェーにおける公衆参加、NTP など 

 

20：50－20：55 実践で使える様々なコミュニケーション【5分】 

㉒コーチング（ゴール設定とエフィカシーアップ） 

㉓参加型のビジョン作成と映像化 

㉔ゲーミフィケーション（名鉄広見線活性化協議会の事例） 

㉕トランジッションマネジメント 

㉖認知戦 

㉗合意形成の奥義 

＜参考資料＞ 

㉘和談 

㉙ラベルワークの基本 
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㉚ファシリテーション・グラフィック 

㉛事例紹介 

20：55－21：05 質疑応答【10 分】  

21：05－21：10 おわりに【5分】 

・ まとめとあいさつ 

 

終了後～ 

1 月 17 日（金） 

18 時 

課題 

・ 課題提出フォームより、以下の問いに対する回答を記入

して、1 月 17 日(金)18 時までにご提出ください。 

・ 回答は、講師や他の受講生の皆さんと共有させていただ

くことがあります。 

 

問１．本日の気づきをお書きください。また、今後それを

どのように活かしていきたいですか？ 

 

問２．地域公共交通に関する４人の合意形成を考えましょ

う。以下を参考に、①決めたいこと、②関係者、③立場（主

張していること）、④利害関心（主張の裏にある理由）、⑤

全ての利害関心を満たす提案（パッケージを３種類）作成

してください。 

 

 

問３．本講座を受講したことで生じた「ご自分への問い」

をお書きください。 

 

 

 

課題提出 

フォーム 

 

７．準備物 

□プロジェクター □スクリーン □ホワイトボード＆マーカー 

□配布物（プログラム・パワポスライド資料） □PC □iPad □コネクター 

https://forms.gle/Ds28b2H1g4o49HKX8


2024-25年 地域公共交通コーディネーター・プロデューサー養成講座 第13回 

合意形成 

パブリック・ハーツ(株) 代表取締役 
名古屋学院大学 現代社会学部 准教授 
ファシリテーター 水谷 香織 



長良川河口堰 

●建設間際になぜ大反対？ 
●土木工学（Civil Engineering） 

  って、みんなのための 
 工学なんだ、すごい！！ 

 

 

名古屋学院大学 現代社会学部 
准教授 

みんなの気持ちを大切にしたい 

パブリック・ハーツ株式会社設立 

日本学術振興会特別研究員 
（岐阜大学工学部特別研究員） 

岐阜大学／同大学院 学生 
（土木工学、交通計画） 

高校生 
「なぜ、建設間際に賛否が 

問題になるの？」 

  自己紹介 
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  会社紹介 
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 現場 
社会的合意形成 

参加協働支援 

調査研究 
 

プロジェクト 

パートナー 

 

プロジェクト 

パートナー 

プロジェクト 

パートナー 

プロジェクト 

パートナー 

プロジェクト 

パートナー 

ｻﾎﾟｰﾀｰ 

（支援・応援） 

ｺｱﾒﾝﾊﾞｰ 

PUBLIC 

HEARTS 

WAY 

  研修 
合意形成・ 

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ研修 



研修 現場 研究 

地域生活支援 社会性の高い 

経済活動 

公共政策 
公共性の高い 

民間活動 

まちづくり 

歴史的 
建造物移築 

まちづくり 
技術研修 

外国人 

外国人支援 
ネットワーク 

科学技術 

対話手法の 
社会実験 

子育て層の 
対話手法開発 

防災 

防災リーダー 
養成 

耐震教育 

教育 ＯＪＴ 講義 参加型研修 参画教育 

企業 

ＣＳＲ 

参加型会議 

環境 

ゴミ処理 
基本計画 

市民編集委員 

土木計画、都市計画 

迷惑施設 

交通 

道路・河川 
整備計画 

都市計画の 
調査 

ギャンブル 
施設の立地 

コミバスの 
運行計画 

総合交通政策 

広い参加 

深い参加 

組織内の 
合意形成 

地域を巻き込んだ 
事業計画作成 

コミュニティー 
ビジネス 

自治の仕組みづくり、事業計画策定 自治 

障害者福祉 

事業所内の 
合意形成 

地域との 
合意形成 

合意形成の 
調査 

  関与した合意形成案件のマッピング 
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 市役所の新庁舎整備 

岐阜県 美濃加茂市「みんなの新庁舎」2023年7月～ 
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最近、関心のあること 
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https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001767216.pdf


ウォーミングアップ 

私の「聴く」 
 

ﾍﾟｱﾜｰｸ：話し手、聴き手に分かれて話す、聴く 

お題：この状況をポジティブに捉えると？ 
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達人の「聴く」 
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講義 

合意形成の基礎 
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オレンジが１個ありました。 
ある姉妹が２人とも 
そのオレンジを欲しいと言いました。 
あなたがお母さんなら、何と言いますか？ 

©Public Hearts 11 

  小話 



 聴く姿勢。良く聴く、聴きに行く 

 「立場」と「利害・関心」を区別し、 
  とくに「利害・関心」に着目する 

 「利害・関心」には３種類ある 
  ①実質的な利害・関心（利益、労働時間など） 
  ②心理的な利害・関心（信頼、尊重、憎悪など） 
  ③プロセス上の利害・関心（進め方、決め方など） 

★実際には、多くの人がオレンジの実を食べたい。 

 このため、公正なプロセスを経ることで納得感を高める。 

  互恵関係(Win-Win)をつくるための「聴く」 
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研修の後、懇親会に行くことになったのですが、 
どこに行くか決まらなくて・・・。 
 
  Ａさん：となりの寿司屋に行こう！ 
 
  Ｂさん：少し歩くけど、新しくできたイタリア料理屋さんはどう？ 
 
  Ｃさん：駅前の居酒屋にしようよ。 
 
  Ｄさん：どこでもいいわ。 
 
あなたなら、どうしますか？ 

  身近な合意形成 

13 



 こんな話が聴けました。 
 
 Ａさん：隣から近いし、最近少し胃がもたれていてね、 
      多少お金を払っても和食がいいんだよなぁ。 
 
 Ｂさん：実はあの店、２１時には閉店するらしいのよ。 
      懇親会もいいけど、夜遅くまで続くのはちょっとね。 
 
 Ｃさん：帰宅するのに便利だし、 
      ビール飲めるし、安いし。 
 
 Ｄさん：どこでもいいけど、 
            早く決めてぇー。 
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  身近な合意形成 



関心事項 

関係者 
飲食物 アクセス 費用 

帰宅 

時間 
決め方 

Ａさん 
和食 近い 多少高く

てもＯＫ 

Ｂさん 
早く 

帰りたい 

Ｃさん 
ビール 帰宅に 

便利 

安い 

Ｄさん 
早く 

決めて 

  身近な合意形成 「利害関心分析」 
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 （案１） 和食も食べれる居酒屋にいき、 
      ２１時に中締めとすることを、早々に提案し決める。 
  
 （案２） メニューに和食がある向えのファミリーレストランへ 
      行き、帰宅はご自由に、という雰囲気をつくる。 
      早々に提案し決める。 
  
 （案３） Ａさんが提案する寿司屋に行き、皆にご馳走をする。 
      寿司屋ならそれほど遅くまで営業をしていないし、 
      何時間も食べ続けないだろう。早々に提案し決める。 

★ 合意に至る提案は、無数にできる可能性がある 
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  身近な合意形成 



A B C D 

立場 立場 立場 立場 

利害・関心 利害・関心 利害・関心 利害・関心 

  「                          」を決めよう！ 
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▼全ての利害・関心を満たす提案 （既存概念をとっぱらい、創造的に考えましょう！） 



 合意とは、 
    「利害関係者が満足、少なくとも納得できる状態」 

 合意形成とは、 
   「利害関係者が合意を目指して行う前向きな話合いのプロセス」 

 社会の合意形成とは、 
     「社会的な課題に対して行う合意形成」で、 

    「多様な関係者の参加型の政策立案・計画策定プロセス」 

  ともいえる。 
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  言葉の定義 



＜合意形成に期待される効果＞ 

永続的な総互恵関係の構築 

１．計画や政策に関わる情報や知識の拡充 【情報収集】 

２．立案・執行される計画や政策の質の向上 【価値創造】 

３．計画や政策への市民の理解と協力 【信頼構築】 

４．紛争リスクの緩和 【リスクマネジメント】 

 

 

何のための公共政策、事業計画か？ 

今と未来の市民・利用者が、幸せな生活をおくる
（安全性、利便性、経済性、住環境、永続的な互恵関係等）ため 
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  目的と期待される効果 



社会的な合意形成 

社会の構成員の多くが、 
納得いく形で物事を 
決めるためのプロセス   

 家族内の合意形成 

 友人同士の合意形成 

 グループ内、グループ間の合意形成 

 組織内、組織間の合意形成 

 団体内、団体間の合意形成 

 地域内、地域間の合意形成 

 国内の合意形成 

 国際的な合意形成 
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  対象 



１．何についての合意形成か？ 

２．誰が意思決定者（＝責任者）か？ 

３．誰が利害関係者か？ 

４．利害関係者全員の利害・関心は？ 

５．４を全て満たす提案は？ 

  →合意に至る   

    ※合意に至らない場合もある 

利害・関心を 
①聴く 
②的確にとらえ、 
  それで良いか 
  確認する 
③整理する 
④分析する 
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  基本手順 
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  BATNA（Best Alternative to Negotiated Agreement） 

 BATNAとは、交渉相手から提示されたオプション以外
で、最も望ましい代替案（Best Alternative to 
Negotiated Agreement）のこと。  

 BATNAと比較しながら、交渉を継続するかを決める。 

 BATNAがあることで、契約しない選択肢を持てる、精
神的に余裕が持てる、互恵関係を目指しやすい。 

 交渉の前に準備しておくこと。 
    □あなたにとってのBATNAは何か？ 
    □交渉をやめる基準は？ 
    □交渉相手のBATNAは何と想定するか？ 



 合意できそうな事項が殆どみられず、異なる重みづけをし
ている利害の交換も難しそう。 

 重要利害関係者が参加を拒んでおり、拒むに足りる理由
がある。 

 厳しすぎる合意期限が既に決められている。 

 招集者がプロセス運営主体の中立性を歪めるほど、合意
形成プロセスを操作しようとしている。 

 利害関係者間に過大な力関係の不均衡が見られる。 

 合意形成プロセスへの資金拠出が不可能。 

 合意形成を行う動機、プレッシャーが存在しない。 
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  合意形成が難しい場合 



 ①相手の意見を良く聞き、言葉の裏にある本当の気持ちを
汲み取る。とくに、自分の望みをうまく言葉で表現できない人
には、一緒に見つける気持ちで接する。②どの人も話し合い
や意思決定のプロセスからはずされないような気配りをする。 

 仕事一般において、表明している「立場」とその背景にある
「（心の中で思っている／感じている）利害」を分けて考え、
「利害」の部分に着目する。交渉学は生き様ですね。 

 待つ。対話をしながら、その人の意見や、思っていることが
出てくるように手助けをしようとは思いますが、基本的に自然
と出てくるのを待ちます。 

 一番大切なものは理解し合う心。熱意と誠意！ 両手を挙げ
て話しかける。いろいろな立場の人の意見を聞く。そして自
分の想いを正直に伝える。もちろん、「プロ意識」と「プロの技
術」は必須ですよ。 
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  心得集 

『土木学会誌叢書3 土木とコミュニケーション」より 



 Simple is the Best.  一エンジニアとして、胸の内にはきわめ
て高い専門性を、 そして、一般の人々に説明する際には、き
わめてシンプルに、わかりやすく。 

 フェアネス（公正、公平）。例えばサッカーの審判は、どちらの
チームが点を入れるかではなく、公正なプレーで点が入った
かを問題にしますよね。パブリック・インボルブメントでもフェ
アであることが大切だと思います。 

 人と人が心底わかり合えるなんて幻想。 だからこそ、理解で
きることを見つけたり、「そうですね」と共感できるものを探し
たりする努力が必要。そのチャンスや場を創っていくことが大
切です。 

 つぶやきを形に、思いを仕組みに。「自立」と「自律」 

©Public Hearts 25 

  心得集 

『土木学会誌叢書3 土木とコミュニケーション」より 



 １．信頼できる･･･誠実で、正確である 

 ２．本質的である･･･重要なこと、本当のことを話す 

 ３．包括的である･･･全体のことを話す 

 ４．一貫している･･･矛盾がない、言動が一致している 

 ５．明確である･･･丁寧な言葉遣い、論理的であり、 

              良く準備されていて、例などを取り上げる 

 ６．適切である･･･全員の関心事項に関連を持たせている 

 ７．ｱｸｾｽしやすい･･･理解しやすい、情報が入手しやすい 

 ８．タイムリー･･･行動や振返りに丁度よく提供される 

 ９．配慮を示す･･･全員の興味、関心、感情を気遣う 

１０．双方向的である･･･議論、振返り、情報交換の機会を設ける  

  良好なコミュニケーションのために 
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講義 

社会的合意形成の 

コア技術 
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理念が無ければ、技術は使いこなせない 

 

聴く技術 

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ 
ｸﾞﾗﾌｨｯｸ 

ﾗﾍﾞﾙﾜｰｸ 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

ﾌﾟﾛｾｽ 
ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

合意形成 
・利害関心 

分析 

ﾘﾌﾚｲﾐﾝｸﾞ 

理念 

 理念と技術 

何のための社会的合意形成か？ 

ｱｲｽﾌﾞﾚｲｸ 

©Public Hearts 28 



 大和信春著「和の実学」に基づく問題解決手法 

 問題解決過程の標準考程 

 

 

 

 

 

 

 各局面における情報処理（発求→取材→加工→配備→発用） 

 情報統合技術(IST)の利用 
    ４大認識形成法のうちの「発想法」（他：感得法、帰納法、演繹法） 

現在 将来 

指針確立 ①理念設定 

問題分析 ②案件設定 ③現状把握 ④来果探究 

上極来果 

正面来果 現状 
⑤予悔充足 

方法立案 ⑥方針設定 
       ⑦方策探究 

態勢実現 ⑧計画探究 
成り行き 

理想 
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  問題解決のための適動設計（未来志向の計画策定プロセス） 



１．何についての合意形成か？ 

２．誰が意思決定者（＝責任者）か？ 

３．誰が利害関係者か？ 

４．利害関係者全員の利害・関心は？ 

５．４を全て満たす提案は？ 

  →合意に至る   

    ※合意に至らない場合もある 

利害・関心を 
①聴く 
②的確にとらえ、 
  それで良いか 
  確認する 
③整理する 
④分析する 
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  利害関心分析（ステークホルダー分析） 

合意形成の基本手順 何を決めたいのですか？ 



関心事項 

関係者 
飲食物 アクセス 費用 

帰宅 

時間 
決め方 

Ａさん 
和食 近い 多少高く

てもＯＫ 

Ｂさん 
早く 

帰りたい 

Ｃさん 
ビール 帰宅に 

便利 

安い 

Ｄさん 
早く 

決めて 

  身近な合意形成 「利害関心分析」 
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関心事項 

関係者 

話合い方、
決め方 

関係者 

  利害関心分析 
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※賛成/反対、A/B/C案では議論しない。 
     利害関心分析表にも記載しない。 



講義 

プロセスデザイン 
 



○○〇の三原則 

今いるところが 

分からない 

どこに行くか 

分からない 

どうやって行くか 

分からない 

クイズ 
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今いるところ どこに行くか どうやって行くか 

一回の話し合い 
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目的 何のための会議ですか？ 

参加者  （人数、所属） 関係する人は？ 

前提条件 

（開催時期、経緯と意見反映方法等） 

前提となっていることは？ 

期待する成果 

（成功のイメージ） 

具体的な成果物は？ 

どうなったら成功といえますか？ 

提供する情報 参加者と共有しておくべき情報は？ 

会議形態  （机の配置及び進行スタイル。  

例えば委員会形式、ＷＳ形式等） 

机やイスの配置は？ 必要なものは？ 

プログラム 

（役割分担、進行の流れ、準備物等） 

・進行、書記、タイムキーパーなどの役
割分担は？ 

・何について、どのような順番・手法で、
何分くらい話合いますか？ 

・ふりかえりの時間はありますか？ 

会議設計（参加のプログラムデザイン）  
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今いるところ どこに行くか どうやって行くか 

第１回 第２回 ・・・ 

一連の話し合い 
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目 的 手 法 

情報伝達 テレビ、ラジオ、新聞、雑誌（マスメディア ） 

ニュースレター、広報紙、ポスター、チラシ、回覧板（紙媒体） 

ホームページ、メールマガジン、電子掲示板、電子メール、メーリングリ
スト（電子媒体） 

住民説明会、オープンハウス（直接的なコミュニケーション） 

意向聴取 アンケート、モニター、ヒアリング、パブリックコメント、オープンハウス、
公聴会 

意見交換、
対案・提言
作成、評価
など 

ワークショップ、意見交換会、車座集会、委員会、懇談会、懇話会、協
議会、審議会、研究会、座談会、地区懇談会 

PR、啓蒙 シンポジウム、フォーラム、パネルディスカッション、講演会、イベント 

コミュニケーションの手法 
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今いるところ どこに行くか どうやって行くか 

全体の話し合い 
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構想段階 計画段階 実施段階 
維持管理/ 
評価段階 

権限委譲 

Empower 

協働 

Collaborate 

関与 

Involve 

意見聴取 

Consult 

情報提供 

Inform 

事業目的に応じて
（最終段階を見据え
て）、適切な参加の
あり方、関係者、コ
ミュニケーション手
法を検討する。 

（参加のレベルは、IAP2 Public Participation Spectrum、PI-Forum HPより） 

広い参加 

深い参加 

参加のレベル 

事業の 
段階 

プロセスデザインをするには？ 
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情報提供
Inform 

協議 
Consult 

関与 
Involve 

協働 
Collaborate  

権限付与
Empower 

解決法や
課題の理
解を助け
る情報を
市民に供
与すること。 

 

市民からの
反応を得て、
それを分析
や解決法
および、   
意思決定
に活かすこ
と。 

プロセスを
通じて直接
市民に働き
かけ、課題
への一貫し
た理解と配
慮を担保す
ること。 

計画立案
から意思決
定までの過
程に、市民
がパートナ 
ーとして関
わること。 

 

市民が（一
定の枠内
で）自ら意
思決定を行
うこと。 

 

（IAP2 Public Participation Spectrum，PI-Forum HPより） 

広い参加 深い参加 

参加のレベル 
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教育 ビジョン ニーズ 
問題特定と 

分析 
代替解決策 シナリオ 評価 決定 ゴール 

承認委員会 

運営委員会 

プロジェクト 

チーム 

その他    ★ 

結果 基本規則 ビジョン提示 ニーズ評価 問題提示 報告書 中間報告書 
最終レポート 

実施計画 

記号 
○ プロジェクトチームＭＴＧ 

● 運営委員会ＭＴＧ 

フェーズ 

参加の場 

CEO 

A 

B 

C 
小問題ごと 

★ 
地域ＭＴＧ 

報告書 決定 

★ 
打上げ 

一連の 

ミーティング 

プロセスマップの例  

42 



年月 H22.4～6 7～9 10～11 12～3   H23.4～8 9 10 11～1       2～3

　　　　　　　計画策定の
　　　　　　　　　フェーズ
参加の場

○○協議会
発足 審議・決定 審議・決定

部会ワークショップ 情報共有 まち歩き
　　先進地視察

素案作成 対策案の作成

団体ヒアリング

ニュースレター
（アンケート付き）

ホームページ

常設窓口
（郵便、FAX、メール）

決定・報告対策検討学習情報共有事前準備 審議・決定社会実験・評価事前準備

Ａ市の○○整備計画策定プロセス【ヒアリング前】  
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年月 H22.4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 H23.4～

　　　　　　　　計画策定の
　　　　　　　　　　　フェーズ
参加の場

○○市
　　　（市長）

　　　（行政担当者）

○○対策
連絡調整会議

Ａ地域の協議会

B地域の協議会

C地域の協議会

D地域の協議会

関係者ヒアリング

商店街、町内会

調査

チラシ、看板、HP、
マスコミ、回覧板等

常設窓口
（郵便、FAX、メール等）

対策（案）の

審議・決定
評価

社会実験

（or 先行実施）

対策（素案）

の検討

情報共有・

意見聴取
事前準備

実施・

見直し

第３回

（前提情報の整理・合意形成準備） （たたき台作成） （実験準備） （評価・対策案作成） （修正）

第４回第２回第１回

（実施）

Ａ市の○○整備計画策定プロセス【ヒアリング後】  



 評価／ 

維持管理 
  事業化   計画 構想 

行
政
機
関 

市
民 

前提 

条件 

原案 意見 

修 

正 

案 

見直し 

前提 

条件 

原案 意見 

修 

正 

案 

見直し 

前提 

条件 

原案 意見 

修 

正 

案 

見直し 

分析・提案 

意見収集討議 

発議・告知 
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  参加型の政策立案・計画作成プロセス（イメージ） 

前提 

条件 

原案 意見 

修 

正 

案 

見直し 



講義 

合意形成のポイント 
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今いるところ 

↓ 

前提となる情報 

どこに行くか 

↓ 

ねらい 

どうやって行くか 

↓ 

進め方 

関係者全員と 

ねらい、進め方、前提となる情報を明確化・共有化する  

ポイント① 合意形成プロセスを設計する 
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ポイント② 「私たち」という関係をつくる 

私 と あなた 私たち 
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ポイント③ 論点を定め、合意を形成する   

心の中の関心ごとを聴き、全て満たす提案をしあう 

実質的なこと 
（内容） 

心理的なこと 進め方・決め方 
（プロセス） 
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講義 

ファシリテーションとは 

 「内容」 と 「プロセス」 を分けて考える  
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 ファシリテーション（facilitation）とは、人々の活動が容易にで
きるよう支援し、うまくことが運ぶよう舵取りすること。 

 集団による問題解決、アイデア創造、教育、学習等、あらゆ
る知識創造活動を支援し促進していく働きを意味します。 

出典：日本ファシリテーション協会HP 
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  ファシリテーションとは？ 



  ファシリテーターの導入事例 

 愛知県新城市「つくでシャレット・ワークショップ」 
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 人間のあらゆる知識創造活動を支援し促進していく役割を
担う人が、ファシリテーター（facilitator）。会議で言えば、進
行役。 

 コミュニケーションの潤滑油、助産師。  

 出産をするのが母、それをサポートするのが助産師。話し合
いをしたり、活動するのは皆さん、それをサポートするのが
ファシリテーター。 

 ファシリテーターは、ものごとを進める時に、「内容」と「プロ
セス」に分けて考え、「プロセス」に関与する。   

  ファシリテーターの役割 
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  ファシリテーターの役割 
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  ファシリテーターの役割 
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  ファシリテーターの役割 
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  ファシリテーターの役割 
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  メディエーションとは 
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紛争解決方法の1つで、第三者（メディエーター）の助けを借り
て当事者同士が話し合い、解決案を一緒に創っていく方法。 

メディエーションは、裁判や訴訟に代わる第三者介入手段
（ADR：Alternative Dispute Resolution、裁判外紛争解決手続）
として、欧米で広く普及している。 →ノルウェーの計画建築法 

メディエーターは、当事者同士が自主的に合意形成できるよう
促進する役割を担い、調停案の提示や説得、評価は行わない。 

メディエーションのメリットとしては、当事者同士がとことん話し
合うことで双方に納得感を生み、人間関係を良い方向に導くこ
となどが挙げられる。感情的になったり、現場などの力関係が
そのまま出てしまうこともあり、個別に話を聞くこともある。 



先進事例の紹介 
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屋井鉄雄 東京科学大学名誉教授の資料より 

https://drive.google.com/drive/folders/1xDp560GE9_tKf6j2GcehS0yBWfSNUcYu 

 

◆市民参加のルーツは1814年のノルウェー独立時の憲法 

憲法第100条:「報道の自由は守られるべきである。*いかなる内
容の文章であれ、それを印刷 させたり公表させたりしたことにつ
いて、何人も罰せられることはない。国家委員会やその他の 
テーマに関する自由な発言は許される。」 

*故意に、かつ明白に、自ら示したり、他人を扇動して、法律への不服従、宗教、道徳、憲法上の権力の侮蔑、
その命令への抵抗、誰かに対 する虚偽の中傷的な告発をしたりした場合を除く 

◆ 2004年に改正された憲法第100条(抜粋) 

 表現の自由は、あるものとする。 
 すべて人は、国の行政その他いかなる事項についても、率直な意見を述べ

る自由がある。 
 すべて人は、国および地方自治体の文書にアクセスする権利を有する。 
 国の当局は、開かれた啓蒙的な公論を促進する条件を整えなければなら

ない。 
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  ノルウェーにおける市民参加 

https://drive.google.com/drive/folders/1xDp560GE9_tKf6j2GcehS0yBWfSNUcYu
https://drive.google.com/drive/folders/1xDp560GE9_tKf6j2GcehS0yBWfSNUcYu
https://drive.google.com/drive/folders/1xDp560GE9_tKf6j2GcehS0yBWfSNUcYu


◆国家交通計画2022～2033年 

国家交通計画は白書としてストーティング（議会）に提出され、4
年ごとに作成され、政府の交通目標、戦略、優先事項を長期的
な観点から示しています。 

白書の作成は、省庁、機関、地方自治体、都市自治体、企業、
業界、その他のユーザーや利益団体からの意見を取り入れた、
広範かつ包括的なプロセスによって支えられています。・・・中
略・・・交通機関（Avinor ltd、ノルウェー鉄道総局、Bane NOR、ノ
ルウェー道路公社、Nye Veier、ノルウェー沿岸管理局）には、プ
ロセス中に幅広いトピックに関するいくつかのミッションとタスクが
与えられました。 

◆国家交通計画2025～2036年 
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  National Transport Plan 

https://www.regjeringen.no/en/dokumenter/national-transport-plan-2022-2033/id2863430/
https://www.regjeringen.no/en/dokumenter/national-transport-plan-2022-2033/id2863430/
https://www.regjeringen.no/en/dokumenter/national-transport-plan-2022-2033/id2863430/
https://www.regjeringen.no/en/dokumenter/national-transport-plan-2022-2033/id2863430/
https://www.regjeringen.no/en/dokumenter/national-transport-plan-2022-2033/id2863430/
https://www.regjeringen.no/en/dokumenter/meld.-st.-14-20232024/id3030714/
https://www.regjeringen.no/en/dokumenter/meld.-st.-14-20232024/id3030714/
https://www.regjeringen.no/en/dokumenter/meld.-st.-14-20232024/id3030714/
https://www.regjeringen.no/en/dokumenter/meld.-st.-14-20232024/id3030714/
https://www.regjeringen.no/en/dokumenter/meld.-st.-14-20232024/id3030714/
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  政府年金基金グローバル 
https://www.nbim.no/en/ 

国の資源→賢い分析・クリエイティブな解決策→民主的議論→社会的意思決定→国民の幸せ実現 

 北海油田（石油、天然ガス）を国営企業
が開発・販売、私企業には高い税金。 

 国営企業の利益は、漁業や工業など
の産業を壊す可能性大のため国内に
は入れない。 

 利益は、世界中に分散投資。その運用
益を将来の国民の年金に充てる。 

 運用益の年3～4％のみ国内に入れ、
教育、福祉、公共事業に充てる。 

 国民、政治家、行政職員、専門家、マ
スコミが各役割を果たし国民のための
政治、行政。 

 政治に対する表現の自由を憲法100条
が担保。戦争、侵略の歴史故？ 

 経済的自立と自律の思想、考えぬかれ
た国民のための仕組み、議会決定。生
き抜く信念？ 
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講義 

実践で使える 

様々なコミュニケーション 
 



  コーチング 
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 コーチングとは、個人や組織が現状から理想の状態に到達す
ることを、より早く、より効果的に実現するためのコミュニケー
ション技術です。 

 コーチとは、人を目的地に到達させるサポートをする人であり、
あらゆる分野で「人生の目的地」へ送り届ける存在。「脳と心」
の使い方を知り、心の底から成し遂げたいと思えるゴールを
見つけること、そしてそれを達成していくための手助けを行う。 

 地方自治体の長、プロジェクトリーダー、担当者など、重要な
意思決定を行う人へのコーチングが必要であると思われる。 

 エフィカシーアップ（自己効力感の向上）、ゴール設定、ヴィ
ジュアライゼーション、アフォーメーション（肯定的自己暗示）、
ブリーフシステム（信念、自我、潜在意識）の書き換えが行わ
れる。 



ｴﾌｨｶｼｰｱｯﾌﾟの「聴く」 
 

ﾍﾟｱﾜｰｸ：話し手、聴き手に分かれて話す、聴く 

お題：「私ってすごい！」／「私は○○ができる」 
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  地域ビジョンづくり ～中津川市の神坂活性化推進協議会～ 



  参加型のビジョン作成と映像化 

©Public Hearts 67 

適動設計 

参
加
の
プ
ロ
セ
ス
デ
ザ
イ
ン 

深くて狭い 

浅くて広い 

未来志向の計画策定プロセス 



社会福祉法人北摂杉の子会 

 「地域に生きる」を理念に大阪市・高槻市・豊中市を中心に障がい福祉サービスを事業展開 

自閉症・発達障がい・知的障がいのある人の子どもから大人までトータルで支援 （設立：
1998年2月、職員：約450名、事業収入：約18億円） http://www.suginokokai.com/  
理事長松上利男の一言（コラム）  http://www.suginokokai.com/matsugami/ 
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  障害者を支援する法人のビジョンづくりとビジョンの映像化 

https://www.youtube.com/redirect?event=video_description&redir_token=QUFFLUhqbnZiRlpFUVRBRklPVURldmlDSlVvUjlqMjJOZ3xBQ3Jtc0tsd1dzblA0OW5tNUxCVnRLdFRCS2tGQktadGhRdzVuamt3TzZ0dDFIYnlxNGhsUTU3WU43bjQ1bzVVZFh0end6YlZnRHlsc2FnMVRweUZjYURPeTd5T284US1GamdXQVlIX3VOMk1CWXBJUC10Nl8xSQ&q=http://www.suginokokai.com/&v=4_opx7ItUn0
https://www.youtube.com/redirect?event=video_description&redir_token=QUFFLUhqbXhWSXVEVFR6Z3IwWDNOTGFJaWExZlBnZEF4UXxBQ3Jtc0trRjlKZ1k5a0pVQVhwVjM1T3lPaTEtd0N2UW9idVBiOGpIRkExSjZSamtmRFd3RDRjNUxJcFF4TGlGeUNWWVN0SlZFTzZJMGh5YUZXb05OQnB5amRROE51bW9mamVENmt2aWlwX2NWTi1JeThIYkZFTQ&q=http://www.suginokokai.com/matsugami/&v=4_opx7ItUn0


  ゲーミフィケーション 
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2010年～2016年 名鉄広見線（新可児駅～御嵩駅）活性化協議会 
背景：廃線の危機→対策協議会→活性化協議会の事業計画→取り組み 



キックオフミーティング  2019年2月 

名鉄広見線 
活性化協議会 
ﾌﾞﾙｰﾚｲ販売中 

YouTube 
時の足おと 

 CM３：メイキング編 
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  名鉄広見線開通100周年記念映画制作プロジェクト 



  トランジッションマネジメント 
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 持続可能な未来社会を目指すのであれば、草の根活動を超
えた、社会経済構造の変革・転換・移行（トランジション）の
方法論を検討する必要があります。しかし、トップダウンで新
たな社会経済構造を強制導入する方法論（革命のようなも
の）ではなく、変革の対象たる人々の民主的な参加が現代
社会における政策プロセスには必要でしょう。 

 トランジション・マネジメントは、持続可能な社会に向けて、ス
テークホルダーの合意形成を模索するのではなく、持続可
能な社会に貢献する技術ニッチ（niches）を特定し、それらを

現場で小規模に試行することで、技術ニッチと従来の社会
経済構造を対峙させることで矛盾を明らかにし、ステークホ
ルダーを支配する社会経済構造に再帰性（reflexivity）をもた

らし、最終的に、技術ニッチが「あたりまえ」になる持続可能
な社会へと導く、という考え方。 

松浦正浩，トランジション・マネジメント，mmatsuura.comより 



  認知戦 
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情報戦 認知戦 

前提 
経路・内容がコントロールできる 
国家権力の存在 

経路・内容がコントロール不能 
コントロールする超国家的権力の存在 

方法 
国がコントロールする 
大手メディア・スパイによる情報撹乱 
オペレーション等 

大手とソーシャルメディア 
催眠技術・電磁波・超音波技術 
今後メタバースに拡大 

目的 
相手国中枢の判断ミス 自らの正当性と敵対者の不当性を 

事実として人間の認知にすり込む 

ﾀｰｹﾞｯﾄ 
政府機関やスパイ 
（近年市民まで拡大） 

全世界（相手国民含む） 
一般市民・一般市民に紛れ込むプロ 
それを世界に拡散する大手メディア 

特徴 
事実の遮断が基本 
フェイクニュースは基本NG 

真実か否かは関係ない 
逆にフェイクニュースが意図的に多様 

「『認知戦』を理解してより良い世界を構築せよ！Dr.苫米地」MX TVにて2022年3月7日放送より 

 認知戦（cognitive warfare）とは、真偽不明の映像やニュース

などによって、世論に働きかけ、政治指導者の決断を左右し、
民主主義の基盤である民意を操作する戦いのこと。 

 情報戦と認知戦の違い 



講義 

合意形成の奥義 
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講義 

和談 
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討論 和談 

相互の関係  
 
 
 

立場 競争・対立的 互恵・共同的 

行動 意見を戦わせる、主張を通す 気付きを足し合う、共有する 

指向 活発さ・盛り上がり指向 なごやかさ、収穫指向 

精神姿勢 批判・攻撃精神、討つ姿勢 探究・向上精神、学ぶ姿勢 

注意の対象 欠点に目をむける 得るべきものに目をむける 

反応姿勢 「ソーカシラ」 「ナールホド」 

発言の質 意見（賛否）、詰問（不信） 気付き、体験・相当例、質問 

話題の推移 話がテーマの周辺に拡散 話がテーマの中心に収束 

結末 勝負・決着 発見・成長 

効果 認識の進歩は起こりにくい 認識の進歩が得られやすい 

  和談 

A B 
A B 
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  和談 

1. 何人かが会して発言し合う場のあり方には、いわゆる「討論」ではない、も
うひとつの基本的な形態が考えられる。 

2. 討論においては複数の意見・見解が対立の方向で主張し合う関係にある。 

3. 複数の発言者が非対立的・互恵的な立場を取り、気付き・情報を足し合う
形のものを「和談」と定義する。 

4. 討論形式のみが習慣化している人は、「対立する意見を言う者がいないと
盛り上がらない」と思い、習癖的に批判の種を探したり、果てはわざと反
対の立場を買って出たりする。 

5. 討論では、自己を改めようとする姿勢は生まれにくく、討論の前後で参加
者の認識が深まる方向に変化する度合いは少ない。 

6. 和談では、参加者が学ぶ姿勢にあるため、情報不足・理解不足は自然な
質問の形になるが、討論では、発言者の未熟性は「負ける」という形で現
れるしかなかったり、それでもなお自覚に至らなかったりしやすい。 

7. 他者の発言がいかにつまらないとしても、それを心から「ナールホド」と思
える自己の学びのきっかけとする知的対応は、すぐれて創造的な試みで
ある。 



講義 

ラベルワークの基本 
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ラベルやカードを学習や思考の道具として用いる方法 

 

（１）人間の知的活動、とりわけ知識の発信交流の技術 
    □ラベルを用いた情報の発信・交流。 

    □簡便な方法で、人間同士のコミュニケーションを飛躍的に、効果的に（的確で平等に）行うことができる。 

    □「感想ラベル法」、「コメントラベル法」、「ラベル新聞法」、「FB（フィードバック）新聞法」等がある。 

 

（２）知識生産のための図解思考の技術 
    □全体像を一目で俯瞰できる。 

    □部分と全体とを同時に把握できる。 

    □全体を見ながら、注目した詳細部を点検できる。 

    □目と手を使って実感を持って思考を進められる。 

    □思考のプロセスと思考の成果（リザルツ）を同時に把握できる。 

    □個人思考にも集団（小グループから多人数）思考にも有効である。 

    □思考の分節化が自由にできる。 

    □技術として累積的な研究開発ができ、共有化できる。 

    □図表化された図解を用いて、縮小化、口頭発表化、図式化、文章化、など多様に活用できる。 

    □図解づくり、口頭発表、図式づくり、文章づくりの有効なツールとして、かつその訓練のツールとして活用できる。 

 
参考：一般ラベルワーク理論，林義樹，2001 

http://www.ne.jp/asahi/srs/office/labelworkriron2.doc 

  ラベルワークとは 
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裏面にノリがついて
いる方が上です。 

名前○○ 

自分の考えを、
読み手が理解
できる文章と
して表現する。 

名前○○ 

付箋１枚に、
１事項を書く。 

名前○○ 

読みやすい字
で書く。 

  付箋紙（ポストイット）の書き方 
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１．テーマについて、一番重要だと
思うこと、心にあることを黄色の
付箋に書いてください（２～３
個）。 

 

２．黄色の付箋を1枚色紙上に出し、
類似した付箋があれば、グ
ループにし、付箋の内容に合
致するタイトルを付けます。 

 

３．２を付箋が無くなるまで繰り返し
ます。 

感じたこと・ 

思い浮かん 

だこと 

タイトル 

色紙 

名前 

○○・・・ 

○○・・・ ○○・・・ ○○・・・ ○○・・・ 

感じたこと・ 

思い浮かん 

だこと 

名前 

  ラベルワークの進め方 
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○○○（メッセージ） 2013/6/26 
メンバー名 

★★★ 

★★★ 

・・・ 

・・・・ 

・・・ 

・・・・ 

○○ 

○○ 

４．３を模造紙上に関係性を考えなが
ら、配置します。 

 

 

 

５．議論の中で出てきたキーワード、
新たな知見、アイデア、事例等を付
箋や模造紙に書きます。 

 

 

６．最後に討議の結果、一番伝えたい
メッセージを大きく書きます。また、
全体の構成を整えたり、重要な点
を強調したり、華やかに修飾します。
日付とメンバー名も書きます。 

○○ 

  ラベルワークの進め方 
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講義 

ファシリテーション・グラフィック 
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１．発言者の意見を的確に、簡潔に書く。 

２．発言者自身の言葉をなるべく生かす。 

３．記録の際は色使いや強弱を工夫してわかりやすくする。 

４．話の流れが分かるようにする。 

５．タイトル、日付、開催場所、メンバーを書く。 

６．ファシリテーターは参加者をリラックスさせる雰囲気をつくる。 

７．発言者の意見が分かりにくい時は確認する。 

８．参加者の意見へのファシリテーター個人の評価や勝手な解釈は避ける。 

９．ファシリテーション・グラフィックの上達には、とにかくやってみる。 

参加者の発言を記録する方法。 

次第に論点がまとまって新しい情報が浮かび上がる。 

ファシリテーション・グラフィック 

大切なポイント 
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ファシリテーション・グラフィックの効果と利点 

1. 会議メモは、物理的にグループの注目を一点に
集中させる役割を持つ。 

2. 会議メモは、会議の内容だけでなく経過も記録
する。グループが何を決めたかだけでなく、どの
ようにその決定に達したかも記録する。 

3. メンバーの頭のなかが、短期記憶で満杯になら
ないようにしてくれる。 

4. 会議メモは自分のアイデアを覚えておいてくれる
（頭のなかで覚えておこうとしなくてもいいから、
メンバーは心理的に大いに開放された気分にな
れる） 

5. 自分でノートをとらなくていい。 

6. 自分のアイデアが記録されれば、グループ全員
に聞いてもらったことの証となる。 

7. アイデアが正確に記録されたかどうかを、即座
にチェックできる。 

8. 不必要に同じことを繰り返す必要がない（会議メ
モに記された箇所を指すだけですむ）。 

9. 図や表を描くことができる。図に表わせば、もの
ごとの関連性、位置関係がひと目でわかる。 

10. ある段階で出てきた情報を漏らさず記録しておく
ことで、スマートに問題解決をすることができる
（ブレインストーミングでアイデアを出していき、あ
とで一つひとつ評価することが簡単にできる）。 

11. 個人の意見を尊重することになるので、積極的
な発言を促す効果がある（発言はすべて記録に
残されるから、発言者は重要な扱いをされた気
分になる）。 

12. 誰が発言したかは記録せず、アイデアだけが記
録される。そうすることによって、誰かのアイデア
ではなく、グループのアイデアとなる。また、人間
関係に左右されることなくアイデアの価値、有効
性を評価しやすい。 

13. 会議の成果は壁一面の紙の上に現れるから、達
成感が増す。 

14. 会議の継続性を保つことができる（休憩の前に
話していたことを、すぐに続けていくことができる）。 

15. 会議に遅れてきた人、出席できなかった人が理
解しやすい。結論だけでなく、なぜその結論に達
したかのプロセスをなぞっていくことができるから。 

16. 誰が、何を、いつまでにするかが記録されるから、
後で混乱したり責任があいまいになることがない。 

17. 安上がりで、簡単で、誰でも使える。 

（参考） 会議が絶対うまくいく法：マイケル・ドイル（著）、 デイヴィッド・ストラウス（著）、 斎藤 聖美 （翻訳） 
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事例紹介 

地域社会の合意形成 
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 下水処理施設の建設事業（11年間） 

 積極的かつ計画された市民参加 

  ＜徹底的な情報公開と議論！＞ 

 

 

総事業費：35億ドル  （約3500億円） 

当初の予算：41億ドル（約4100億円） 

  市民ニーズに基づく計画・施工 
  市民の理解と協力を獲得 
  紛争リスクを回避 

女性10名程度のコンサルティング会社が 
コミュニケーションを支援 

－約600億円 

  ボストン湾プロジェクト （Boston Harbor Project） 
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 市役所の新庁舎整備 

岐阜県 美濃加茂市「みんなの新庁舎」2023年7月～ 



 外国人と共に生きる地域づくり 

名古屋市港区 

「外国人コミュニティパートナーの取り組み」 



http://www.city.nagoya.jp/nakag
awa/cmsfiles/contents/0000111/
111541/nakagawahoukokusyo.p
df 

  名古屋市中川区の区将来ビジョンづくり 



  清須市第２次総合計画の策定の流れ 



 

モ
モ
の
聴
く
力 

 

モ
モ
の
と
こ
ろ
に
は
、
い
れ
か
わ
り
た
ち
か
わ
り
、
み
ん
な
が
た
ず
ね
て
来
ま
し
た
。
い
つ
で
も
だ
れ
か
が
モ
モ
の
そ

ば
に
す
わ
っ
て
、
な
に
か
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
話
し
こ
ん
で
い
ま
す
。
用
事
が
あ
っ
て
も
た
ず
ね
て
来
ら
れ
な
い
と
い

う
人
は
、
じ
ぶ
ん
の
家
に
来
て
ほ
し
い
と
迎 む

か

え
を
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
モ
モ
が
役
に
立
つ
こ
と
を
ま
だ
知
ら
な
い
人
が

い
る
と
、
み
ん
な
は
こ
う
言
っ
て
あ
げ
た
も
の
で
す
。
「モ
モ
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
ご
ら
ん
！
」  

こ
の
こ
と
ば
は
、
だ
ん
だ
ん
近
所
の
人
た
ち
の
き
ま
り
文
句

も

ん

く

に
ま
で
な
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
ご
き
げ
ん
よ

う
！
」
と
か
、
「ご
ち
そ
う
さ
ま
！
」と
か
、
「ま
あ
、
た
い
へ
ん
だ
！
」と
か
の
文
句

も

ん

く

を
そ
れ
ぞ
れ
き
ま
っ
た
と
き
に
か
な

ら
ず
使
う
よ
う
に
、
み
ん
な
は
な
に
か
こ
と
が
あ
る
と
、
「モ
モ
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
ご
ら
ん
！
」と
言
う
の
で
す
。 

で
も
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
？ 

モ
モ
が
も
の
す
ご
く
頭
が
よ
く
て
、
な
に
を
相
談

そ
う
だ
ん

さ
れ
て
も
、
い
い
考
え
を
お
し
え

て
あ
げ
ら
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
？ 

な
ぐ
さ
め
て
ほ
し
い
人
に
、
心
に
し
み
る
こ
と
ば
を
言
っ
て
あ
げ
ら
れ
た
か
ら
で

し
ょ
う
か
？ 

な
に
に
つ
い
て
も
、
賢
明

け
ん
め
い

で
正
し
い
判
断

は
ん
だ
ん

を
く
だ
せ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
？ 

（中
略
） 

小
さ
な
モ
モ
に
で
き
た
こ
と
、
そ
れ
は
ほ
か
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
あ
い
て
の
話
を
聞
く
こ
と
で
し
た
。
な
あ
ん
だ
、
そ

ん
な
こ
と
、
と
み
な
さ
ん
は
言
う
で
し
ょ
う
ね
。
話
を
聞
く
な
ん
て
、
だ
れ
に
だ
っ
て
で
き
る
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。  

で
も
そ
れ
は
ま
ち
が
い
で
す
。
ほ
ん
と
う
に
聞
く
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
め
っ
た
に
い
な
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
点

で
モ
モ
は
、
そ
れ
こ
そ
ほ
か
に
は
例 れ

い

の
な
い
す
ば
ら
し
い
才
能

さ
い
の
う

を
も
っ
て
い
た
の
で
す
。 

モ
モ
に
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
る
と
、
ば
か
な
人
に
も
き
ゅ
う
に
ま
と
も
な
考
え
が
う
か
ん
で
き
ま
す
。
モ
モ
が
そ

う
い
う
考
え
を
引
き
出
す
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
り
質
問

し
つ
も
ん

し
た
り
し
た
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
彼
女

か
の
じ
ょ

は
た

だ
じ
っ
と
す
わ
っ
て
、
注
意
ぶ
か
く
聞
い
て
い
る
だ
け
で
す
。
そ
の
大
き
な
黒
い
目
は
、
あ
い
て
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま

す
。
す
る
と
あ
い
て
に
は
、
じ
ぶ
ん
の
ど
こ
に
そ
ん
な
も
の
が
ひ
そ
ん
で
い
た
か
と
お
ど
ろ
く
よ
う
な
考
え
が
、
す
う
っ

と
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
す
。  

モ
モ
に
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
に
思
い
ま
よ
っ
て
い
た
人
は
、
き
ゅ
う
に
じ
ぶ
ん

の
意
志

い

し

が
は
っ
き
り
し
て
き
ま
す
。
ひ
っ
こ
み
思
案

じ

あ

ん

の
人
に
は
、
き
ゅ
う
に
目
の
ま
え
が
ひ
ら
け
、
勇
気

ゆ

う

き

が
出
て
き
ま
す
。 

不
幸

ふ

こ
う

な
人
、
な
や
み
の
あ
る
人
に
は
、
希
望

き

ぼ

う

と
あ
か
る
さ
が
わ
い
て
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
こ
う
考
え
て
い
る
人
が
い
た

と
し
ま
す
。
お
れ
の
人
生
は
失
敗

し
っ
ぱ
い

で
、
な
ん
の
意
味

い

み

も
な
い
、
お
れ
は
な
ん
千
万
も
の
人
間
の
中
の
ケ
チ
な
一
人
で
、
死

ん
だ
と
こ
ろ
で
こ
わ
れ
た
つ
ぼ
と
お
ん
な
じ
だ
、
べ
つ
の
つ
ぼ
が
す
ぐ
に
お
れ
の
場
所
を
ふ
さ
ぐ
だ
け
さ
、
生
き
て
い
よ

う
と
死
ん
で
し
ま
お
う
と
、
ど
う
っ
て
ち
が
い
は
あ
り
ゃ
し
な
い
。
こ
の
人
が
モ
モ
の
と
こ
ろ
に
出
か
け
て
い
っ
て
、
そ
の

考
え
を
う
ち
あ
け
た
と
し
ま
す
。
す
る
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
じ
ぶ
ん
が
ま
ち
が
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
く
る
の
で
す
。
い
や
、
お
れ
は
お
れ
な
ん
だ
、
世
界
じ
ゅ
う
の
人
間
の
中
で
、
お
れ
と
い
う
人
間
は
ひ
と
り

し
か
い
な
い
、
だ
か
ら
お
れ
は
お
れ
な
り
に
、
こ
の
世
の
中
で
た
い
せ
つ
な
存
在

そ
ん
ざ
い

な
ん
だ
。 

こ
う
い
う
ふ
う
に
モ
モ
は
人
の
話
が
聞
け
た
の
で
す
！ 

 

『モ
モ
』（ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・エ
ン
デ
著 

大
島
か
お
り
訳
）  

「第
二
章 

め
ず
ら
し
い
性
質
と
め
ず
ら
し
く
も
な
い
け
ん
か
」よ
り
抜
粋  


























